
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協
会の交流事業推進につきまして、日頃
から皆様には格別のご理解、ご協力を
いただき心より厚く御礼申し上げます。
2015年度も関係者の皆様方の多くのご
協力をいただき事業推進に努めて参りま
した。
　2015年度もオールズカレッジへの派
遣留学生の募集を例年通り行ないました
が、残念ながら応募者がなく派遣するこ
とができませんでした。今年度応募者が
なかった理由のひとつは、オールズカレ
ッジの留学生受入体制の都合により研修
開始時期をこれまでの４月から９月に変
更したことがあげられます。オールズカ
レッジの新学期開始の9月に合わせて研
修が開始できる利点がある反面、派遣留
学生は前学期終了後に出発することにな
り、帰国後の修学や就職活動に影響する
ことが課題となっております。また、昨
今の留学希望者の減少や海外の不安定な
治安情勢も少なからず影響していると思
われます。今後、研修内容の充実や運営
の工夫を図りながら、留学生の確保に努
めてまいりたいと考えております。
　さて、2015年度の酪農界における大
きなニュースとして、10月23日から26
日に安平町で開催された全日本ホルスタ
イン共進会があります。今回は、前大会

が口蹄疫の発生等により中止になりま
したので10年ぶりの開催となりました。
当協会は今回の共進会を酪農が元気を取
り戻す好機として、関係機関のご協力と
ご支援をいただき、本審査前日の10月
22日に、カナダ・プリンスエドワード
島の酪農家で新進気鋭のジャッジマンで
あるブロイス・トンプソン氏を招いて、
ジャッジングスクール、リードマンスク
ール、毛刈り講習会を開催いたしました。
講習会には230名を超える高校生、若手
酪農家の方々に参加いただき盛会に開催
することができました。講習会中は高校
生からトンプソン氏に多くの質問が寄せ
られました。また、もう一つの重要なイ
ベントとして、最初のアメリカン・ツル
ータイプを作製した長野県佐久市出身の
美術家　川村吾蔵の作品を展示した歴史
展を開催しました。佐久市にある川村吾
蔵記念館と同市教育委員会のご協力をい
ただき、川村吾蔵が制作したツルータイ
プ３体を展示することができました。今
回の歴史展では本協会の髙橋　茂理事と
研究室の学生の皆さん、乳牛研究会の学
生の皆さんに協力をいただき、酪農の歴
史の紹介と日本が目指すべき将来の乳牛
像の展示も行ないました。お蔭さまで酪
農家や関係機関の多くの方々にご来場い
ただきました。また、酪農学園大学とと

わの森三愛高校が出品した３頭のうち２
頭が１位と２位に入賞し、今回の共進会
を大成功のうちに終えることができまし
た。なお、共進会におけるイベントにつ
いては、別ページに詳しく紹介してあり
ますのでご覧いただければ幸いです。
　酪農界にとって2015年度を象徴する
もう一つの大きなニュースは、TPP（環
太平洋パートナーシップ）の大筋合意発
表であろうと思います。今後の日本酪農
に与える影響について政府等による試算
や政策大綱も発表されておりますが、将
来を見通せないことへの心配は大きいも
のと思います。また、酪農を取り巻く状
況は厳しさを増しております。なかでも
酪農家戸数の減少はもっとも大きな課題
の一つであり、担い手の養成と確保は関
係者が手を取り合って取組まなければな
らない重要課題であります。今後酪農は
これまで以上に新しい技術の開発や経営
能力の向上が問われる時代になると予想
されています。そのため、酪農を目指す
若い世代が酪農に大きな夢と魅力を感じ
取ることのできる環境を整えることが大
切であると思います。今後も、当協会は
夢と魅力と将来性の感じられる酪農の実
現のために尽力してまいりたいと考えて
おりますので、今後とも一層のご支援と
ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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2015年度海外農業技術セミナーを終えて

はじめに
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協会は２年に一度カナダから農業セ
ミナーの講師を招いて農業技術セミナーを開催しています。2015年はちょ
うど第14回全日本ホルスタイン共進会北海道大会が開催されるということ
で、酪農学園大学第49回酪農公開講座と共催し、この共進会の併設行事と
して10月22日に共進会が行われる同じ会場で開催されました。今回は世界
最高水準の技術をもつ講師から「ショウカウをより美しくみせるためには」
というテーマで、カナダ・プリンスエドワード島のブロイス・トンプソンさ
ん（43才）を招いて開催されました。ブロイスさんはイーストサイド牧場
を経営する乳牛改良に熱心な酪農家として有名で、カナダはもちろんアメリ
カでもその名がよく知られています。とくに、イーストサイド牧場が生産し
たイーストサイド・ルイスデール・ゴールド・ミッシー（EX-95）という牛
は、2011年カナダ・ロイヤル・ウインター　フェアとアメリカのワールド・
デイリイエキスポでグランドチャンピオン（最高位賞）を獲得し、同時にプ
レミアム　ブリーダー（最高の生産者）にも輝いています。また、ブロイス
さんはホルスタイン・カナダ体型格付け諮問委員会の一員としてカナダ国内
はもとより、アメリカ、イギリス、ブラジルなど世界各地で乳牛の審査をさ
れて、カナダの若手の旗頭の１人として嘱望されています。今回のセミナー
では乳牛の見方、引き方、毛刈りのやり方の３部構成で実演を兼ねてやって
いただきました。
　さらに、今回の農業技術セミナーでは同じく北海道アルバータ酪農科学
技術交流協会主催で乳牛改良歴史展も開催され、「乳牛の理想体型の変遷」
と題して長野県佐久市より川村吾蔵の作品をお借りして展示しました。

活発な質問が相次いだ海外農業技術セミナー（酪農セミナー）
　開会にあたって主催者を代表し、当協会の麻田信二会長から「これから日
本酪農を担う高校生の皆さんに参加していただけることを嬉しく思います。
今日学んだことをそれぞれの技術向上に役立てていただきたい」と挨拶しま
した。この後、さっそく第１部乳牛の見方講習と第２部乳牛の引き方講習が
開始されましたが、供試牛は酪農学園大学で管理している未経産牛のホルス
タイン種と経産牛のジャージー種２頭そして石狩管内の酪農家さんからお
借りした４頭を使用しました。参加した高校生は約250名となり、会場は色
とりどりのユニホームを着用した高校生で埋め尽くされました。講師のブロ
イスさんから一通り説明を聞くと矢継ぎ早に活発な質問が飛び交っていま
した。しかも質問の内容が高度なものばかりでブロイスさんも真剣に答えて
います。例えば牛の見方で「骨質の見方について教えてください」、牛の引
き方では「牛を優雅に見せるコツとはどうすればいいですか」、「牛と歩幅を
合わせるにはどうしたらいいですか」等々難しい質問が沢山ありました。ブ
ロイスさんは丁寧にわかりやすく質問に答えていましたが、要約しますと、
長い時間をかけてよく調教をし、牛と人間がシンクロナイズ（一体になる）
すること。そして最も重要なことは、牛を真剣に一生懸命引くことは好感を
持てますが、余裕を持って楽に引くことで審査員に与える印象がとても良く
なって上位入賞が果たせると強調していました。
　続いて第３部は牛の毛刈り講習です。先ず未経産牛１頭を教材として準
備し、ブロイスさんが自らバリカンとブラシを持って、毛刈りの基本をやっ
て見せていただきました。毛刈りの目的は牛をより良く見せるようにする
ためですが、乳牛ですからより鋭角的で鮮明になるようにしなければなり

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　理事　髙橋　　茂
（酪農学園大学 農食環境学群 循環農学類　教授）
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ません。基本はバリカンの歯型が残らないように毛並みに沿って下方から
上方に続けて長く一気に刈り上げるのがコツです。また、最も難しくて重
要なところは、背腰（トップライン）です。横から見たときキ甲部から尾
根が真っ直ぐにならなければなりませんが、忍耐強く毛をドライヤーで立
たせます。そしてできるだけ刈り込むことが大事です。次は経産牛ですが、
経産牛は乳房が腹壁にきちんとつくように刈ります。高校生達はブロイス
さんの丁寧な説明にうなずきながら真剣に聞いてメモをとっていました。
とくに、全共開催前とあって、出品牛の毛刈りの参考にしようとこの講習
会に参加された方が多かったように思います。

590名もの来場者で賑わった乳牛改良歴史展
　“アメリカ・ホルスタインの理想型（ツルータイプ）を作った人は日本人
であった”というセンセーショナルなニュースが流れたのは2012年でし
た。1922年（大正11）に制作してから実に90年の歳月が流れています。
制作者は川村吾蔵という長野県臼田村（現：佐久市）出身の彫塑家でした。
2011年まで日の目を見なかったのは不思議なほどでした。この94年前に
制作されたホルスタイン牛像（高さ36cm、長さ45cmブロンズ像）が全共
会場に展示されるというのも何か奇遇というか、えにしを感じます。じつは、
長野県佐久市に川村吾蔵記念館が2010年に設立されて初めてその偉業が世
間に知られましたが、それも限られた見学者のみ知り得たことでした。も
し、この記念館に展示されなかったら誰の目にも止まらず葬り去られたこ
とでしょう。これでは川村吾蔵の志が現代に届きませんので、全共会場に
展示して多くの関係者に見ていただこうという経緯・企画でした。さらに、
この牛像は驚くことに、乳房こそ当時は手搾りでしたので乳房底面が低く、
乳頭も太く長い特徴がありますが、それ以外は現代の理想とされる牛に匹
敵する素晴らしい体型の牛でした。この牛像を含む各国の理想体型を展示
してどのような変遷を辿って今日の理想型に至ったのか、その推移を見て
いただこうという目的でこの歴史展を開催しました。
　展示の構成は主に３つに分かれていまして、１つは川村吾蔵の牛像、２
つ目はわが国の理想体型と各国の牛像、そして３つ目は酪農家が望む体型
から将来の理想体型を探ると題して、アンケート調査から理想体型を想像
してみました。さらに、３Ｄスキャナでわが国の高得点牛を画像化して将
来の理想型をコピーしてみました。また、この歴史展の運営にあたった学
生が制作した牛像も展示されました。狭い会場でしたが10月23日〜26日
までの４日間で590名の来場者で賑わいました。590名の内訳は酪農家が
３割、畜産団体関係者が５割、他は大学生や高校生そして外国人が３名含
まれていました。見学者の中には熱心に質問される人もいて「川村吾蔵は
他にどんな作品を遺していますか」とか「日本のツルータイプは作ってか
ら40年にもなるけどもう作らないのですか」さらに「学生さんが作った牛
がとても印象的でした。完成までどのくらいかかったのですか」など他に
も写真を何枚も何枚も撮っている方もいて大盛況のうちに終了しました。

　以上、２つの催しに延べ約1,000人の参加者と見学者があり、主催者と
しては成功裏に終了したものと喜んでいるところです。とくに、はるばる
カナダからこの日のためにお越しいただき、懇切丁寧なご指導をいただい
たブロイスさんには感謝の念に堪えません。また、牛の引き方講習に提供
していただいた４頭の所有者である石狩の酪農家さんにも心よりお礼を申
し述べたいと思います。さらに、この２つの催事を成功に導いてくれた学
生の皆様にも感謝します。学生は酪農セミナーに14名、乳牛改良歴史展に
５名それぞれプロジェクトチームを編成してあたってくれました。夏休み
が明けてから連日、供試牛の調教や牛洗いそして毛刈り、歴史展では説明
ポスターや理想体型の制作など準備してくれました。携わった学生全員に
心から感謝申し上げます。
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　私はカナダのAlbertaにあるEdmonton
に１カ月間ホームステイしながらAlberta
大学のEnglish Learning Programに参加
しました。
　酪農学園大学の学生には特別なアク
ティビティが用意されていて、Animal 
Care CenterやEdmonton Valley Zoo
にも行きました。Care Centerではフェ
レット、トカゲ、ヘビ、ネコ、イヌに触
れることができて幸せでした。彼らはみ
んな人間に捨てられたり、野良だったと
ころを保護されたのです。Zooについて
は行った日が暑すぎて動物たちもバテて
日陰に隠れており、あまりその姿をうか
がうことは出来ませんでした。
　本当に１カ月はあっという間で、やっ
と慣れてきたかなという時に帰らなけれ
ばならずすごく悔しかったです。そして
あの１カ月、より濃く充実させるために
かなり積極的に出来るかぎりの挑戦をし

たつもりです。ですが全然足りないで
す。まだまだ分からない、知らないこと
だらけです。正直自分の英語力が劇的に
伸びたかどうかは分かりません。ですが
Edmontonでの出会い、経験は今後の私
の人生に大きく
影響することは
確実です。より
日本を出ようと
いう気持ちが強
くなりました。
今すぐにでも出
たいです。日本
にはない異なる
文化、宗教、人
種、個性やその
人らしさを尊重
してくれる場所
に向けて。その
た め に も っ と

もっと勉強します。自分の人生は自分で
変えていかないと駄目です。周りに何と
言われようと、自分のやりたい事をやる
ために日本にいる時間を有効に活用して
いきたいと思います。

佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金

夏季短期留学in Canada

　2015年度は派遣奨学生として酪農学園大学 農食環境学群環境共生
学類 １年 増田小弓さんと獣医学群獣医学類 ３年 向出有毅さんの２名
が選ばれ、集中英語研修コースに派遣されました。
　出発に先立ち、2015年８月10日（月）に奨学金授与式が行われ、麻
田会長から奨学金と奨学金証明証が授与されました。
　２名の奨学生は８月27日（木）に日本を出発し、集中英語授業のほか、
動物保護、畜産学、環境保護など専門分野のアクティビティに参加し、
９月25日（金）に無事帰国しました。2015年11月10日（火)には、
酪農学園大学エクステンションセンターが主催した「カナダ・アルバー
タ大学夏季研修報告会」において、増田小弓さんが研修成果を報告し
ました。

【研修レポート】アルバータ大学・短期集中英語研修報告

奨学金授与式にて奨学金授与式にて

酪農学園大学　農食環境学群　環境共生学類１年　　◦ 増田　小弓

　酪農学園大学の学生に対してアルバータ大学の研修プログラムへの参加を奨励し、学生の資質向上と国際感覚の涵養を
目的とする。

１．酪農学園大学学生派遣のための奨学金制度とし、３年実施後に再検討する。
２．対象は夏季短期研修プログラムとし、一人あたり20万円、毎年５名に奨学金を授与する。
３．酪農学園大学エクステンションセンターが、奨学金授与候補者を北海道アルバータ酪農科学技術交流協会に推薦し、
　　同協会会長が奨学生を決定する。
４．同意書の期限は３年間とし、継続の可否について検討する。

　アルバータ大学インターナショナル、エクステンション学部と協議し、2016年度から３年間は奨学金の
金額を一人あたり20万円に増額することで合意しました。

目的

概要
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アルバータ州酪農家との交流
　アルバータ大学農学・生命・環境学

部の大場真人教授がアルバータ州酪農

家の団体19名を率い、2015年４月22

日（水）に当協会を訪れました。

　酪農学園本館の会議室で、当協会の

髙橋茂理事（酪農学園大学農食環境学

群循環農学類教授）が乳牛の家畜改良

について講演を行った後、麻田信二会

長が挨拶し、北海道や酪農学園大学と

酪農が盛んなアルバータ州との交流の

経過などについて述べました。

　また、当協会のオールズカレッジ派

遣留学の酪農研修コースで派遣した研

修生を受け入れているVan der Sluijs

夫妻に対し、麻田会長より感謝状と記

念品の贈呈を行いました。

　Van der Sluijs農場で実習した木村

俊貴さん（酪農学科2013年卒業）と

村上奈津美さん（酪農学科2014年度

卒業）も駆けつけ、短い時間でしたが

訪問団と親睦を深めていました。

　2015年12月18日（金）に、当協会

の樋口豪紀理事（酪農学園大学獣医学

群獣医学類教授）がVan der Sluijs夫

妻の経営するVan der Sluijs Dairyを

訪問しました。樋口理事からは、ご夫

妻の経営理念も含め、農場の衛生管理

や生乳生産技術において模範的な農場

であり、研修生の実習先としてもふさ

わしい農場であることが改めて確認で

きたとの報告がありました。12月に搾

乳システムをパーラーからロボットに

移行したばかりで、現在の搾乳頭数は

90頭、最終的には120頭まで増頭を予

定しているとのことです。

　当協会からの派遣研修生の受入れに

ついて、Van der Sluijs夫妻からは、

今後も継続的な受入れを約束していた

だきました。
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会費・寄付金・助成金

誠にありがとうございました。
感謝を持ってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

田守　義博、宿田　成宏、加藤　源祐、安田　　元
佐藤　康彦、永谷　芳晴、池田　未佳、杉本　和彦
長井　信之、加藤　寛治、伊藤　　智、千葉　喜好
宮川　沙織、相澤　　親、青野　芳樹、中田　和孝
美誉志征彦、木村　弘之、五十嵐広司　　�（以上19件）

㈳北海道酪農協会
北海道ホルスタイン農業協同組合
㈱町村農場　　㈲金川牧場　　雪印メグミルク㈱
雪印種苗㈱　　（公財）酪農学園後援会
学校法人　酪農学園� （以上８件）

2015（平成27）年度会費・寄付金・助成金
� 合計    1,965,000円　

平成28年3月24日現在
《新規》
アルバータ州政府在日事務所
研究サポート費　  80,000円
ご協力に心より感謝申し上げます。
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役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事
顧 問 土屋　俊亮 北海道 農政部長
会 長 麻田　信二 学校法人酪農学園 理事長

副 会 長 川成　眞美 雪印種苗株式会社 代表取締役会長
佐藤　　泉 学校法人酪農学園 監事

常任理事 髙橋　俊彦 酪農学園大学　エクステンションセンター 所長

理 事

池浦　靖夫 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所所長
北　　良治 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事　組合長
山本　　隆 日本酪農青年研究連盟 委員長
菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授
仙北富志和 学校法人酪農学園 学園長
福山　二仁 学校法人酪農学園 常務理事
竹花　一成 酪農学園大学 学長
髙橋　　茂 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 教授
樋口　豪紀 酪農学園大学　エクステンションセンター 次長（国際交流）

監 事 永田　　享 酪農学園後援会 常務理事
米山　　洋 雪印種苗株式会社 財務課長

参 与

倉田　幹也 雪印メグミルク株式会社 北海道副本部長
小山　久一 酪農学園大学同窓会校友会 会長
堀内　信良 酪農学園大学短期大学部同窓会 会長
荒木　和秋 酪農学園大学　農食環境学群 学群長
髙橋　圭二 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 学類長
竹田　保之 酪農学園大学　農食環境学群食と健康学類 学類長
吉田　剛司 酪農学園大学　農食環境学群環境共生学類 学類長
及川　　伸 酪農学園大学　獣医学群獣医学類 学類長
北澤多喜雄 酪農学園大学　獣医学群獣医保健看護学類 学類長

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 教授

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　2015年度役員（2016年３月１日現在）

第43回定期総会の開催
　2015年６月30日（火）
に、酪農学園本館におい
て第43回定期総会（2015
年度）を開催し、会員、
関係者ら30名の方々にご
出席いただきました。
　定期総会では麻田会長
が挨拶を述べ、次いで北
海道農政部農政課長 青木
誠雄様から来賓のご挨拶を頂いた後、以下の議案がそれぞれ承認されました。
　第１号議案　2014（平成26）年度事業報告ならびに収支決算報告について
　第２号議案　2015（平成27）年度事業計画ならびに収支予算案について
　第３号議案　役員の改選について
　定期総会後には、引き続き派遣留学生報告会を行い、2014年度第41回オー
ルズカレッジ派遣留学生の木村俊貴さん（酪農学園大学酪農学部酪農学科
2013年度卒業）と加藤利さん（同大酪農学部酪農学科４年）が、酪農・畜産
研修とオールズカレッジでの授業履修について、約１年にわたる留学体験を報
告しました。（２名の報告は、2015年９月発行のカナダ・オールズカレッジ派
遣留学報告書に掲載しています。）


